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研究成果概要 
 
CLIO 本体は、水没事故以来、復旧作業を続けているが、未だ稼働できる状況ではない。 
これまでは KAGRA の建設を最優先し、マンパワーをそちらに集中してきたからである

が、2019 年度に KAGRA が完成して、本格観測を開始できたので、今後は徐々に CLIO
の整備を進めていくことにしている。KAGRA の開発研究の一部を CLIO で行うことや、

重力波研究における学生の教育の場としての活用も考えている。 
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